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経済広報センター(ＫＫＣ) 

北米社会科教師招聘プログラム 

 

 

 

 

 

 

一人の北米教師が日本への理解を深めれば、それは多くの子供たちにも共有

される。このような観点から、経済広報センターでは、1980 年以降、北米の中

学・高校の社会科教師を対象とした招聘事業を実施しています。 

過去 44 年間で、「北米社会科教師招聘プログラム」の参加者は 700 名強にな

りました。彼らは北米の教育界で「ＫＫＣフェロー」と呼ばれ、北米の中高生

の対日理解促進に向けた、様々な取り組みを実践しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 10 月 

経済広報センター国際広報部 

＜北米 州別の参加者数 1980-2024 年＞ 
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一般財団法人 経済広報センターは、経団連の関連組織です。 

1978年に設立され、経済界と国内外ステイクホルダーの対話の 

プラットフォームとして活動しています。 
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ＫＫＣ北米社会科教師招聘プログラムは、 

 日本を理解する様々な機会を提供しています。 

 

経済広報センターでは、全米日米協会連合（National Association of Japan-

America Societies；NAJAS）の協力を得て、招聘プログラムに参加する 10 名の

中学・高校教師を選定しています。2017 年には、過去最高の 113 件の応募があ

りました。応募者は、このプログラムへの参加経験をどう授業に活かすのか、と

いう点について、具体的な提案書を提出します。 

選ばれた 10 名は、北米の学校が夏休みに入る 6 月下旬に来日し、9 日の日程

で、日本の教師・中高生との交流、企業訪問、政治・経済・社会情勢等に関する

識者との懇談、ホームステイなどを体験します。また、日米加の教育比較に関す

るシンポジウムなどにも参加します。 

経済広報センターは、これら訪日プログラムの全てを企画・運営しています。 

 

                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都立小山台高校 (2018 年) 

北鎌倉女子学園 (2023 年) 

 

都立小石川高校 (2012 年) 

三重県立四日市高校 (2017 年) 

千葉県立長生高校 (1980 年) 

 

都立西高校 (2015 年) 
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広島平和記念公園(2013年) 

日産(2018 年) 
三菱地所(2014 年) 築地市場(1984 年) 

ソニー（2016 年） 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「分裂化する格差社会における教育の 

あり方と企業の役割」(2024 年) 

 

福田康夫元内閣総理大臣（2019 年） 

KDDI(2019 年) 

 

MS＆AD ホールディングス柄澤康喜会長と（2023 年） 
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【最近の主な訪問先・面談相手】 

 

＜教育関係＞ 山手学院中学校・高校（24 年）、都立両国高校付属中学校（23-24 年）、

北鎌倉女子学園中学校高等学校（23 年）、 

都立小石川中等教育学校(22 年、12 年、17 年)、 

かえつ有明中学校・高校（22 年）、都立竹早高校（19 年）、 

京都学園高校（19年）、都立小山台高校（18年）、渋谷教育学園（18 年）、

日出学園（18 年）、筑波大附属高校(16年)、聖ヨゼフ学園(16 年)、 

目白研心中学・高校(16-17 年)、京都市立西京高校(14-16 年)、 

京都市立紫野高校(16年)、都立西高校(14-15年)、四日市高校(17年)、

広島市立沼田高等学校(13 年)、石巻市立住吉中学校(12 年)、 

国立教育政策研究所(14、16 年)、京都大学国際交流機構(15 年)、 

JET 東京アラムナイ(15 年)  

 

＜企業＞ アステラス製薬（24 年）、キッコーマン（24 年）、 

TOPPAN ホールディングス（24 年）、花王（23年）、 

セブン＆アイ・ホールディングス（23 年）、BIPROGY（23 年）、 

MS＆AD ホールディングス（23 年）、キヤノン（22 年、24 年）、京セラ

（19 年）、KDDI（22 年、19 年）、オムロン（19 年）、Google（19 年）、

日本銀行（22 年、19 年）、MEGA WEB ﾄﾖﾀｼﾃｨｼｮｳｹｰｽ（19 年）、 

森ビル DIGITAL ART MUSEUM ﾁｰﾑﾗﾎﾞﾎﾞｰﾀﾞﾚｽ（19 年）、日本生命（19 年）、

三井不動産（22 年、18年）、伊勢半（18 年）、第一生命（18 年、24年）、

清水建設（18 年）、本田技研工業（鈴鹿工場、17 年）、ソニー(22 年、

16 年、17 年)、ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(17 年)、ＪＲ東日本(17 年)、 

東京証券取引所(15 年、17 年、24 年)、日産自動車(16 年、18 年)、 

サンリオ(16 年)、三菱地所(15 年)、東芝(東芝未来科学館、15 年)、

東レ経営研究所（15年、17 年)、キヤノンＭＪ(村瀬会長、13-15 年)、

カプコン(15 年)、トヨタ自動車(堤工場・産業技術記念館、14年)、 

マツダ(広島工場、13年)、オムロン(立石副会長、12 年) 

 

＜政府関係＞ 福田康夫元内閣総理大臣、鈴木馨祐衆議院議員、 

ケネディ元駐日米国大使、外務省、文部科学省、環境省、東京都、 

宮城県 

 

＜識者＞   慶應義塾大学赤林英夫教授、東京芸術大学高橋純教授、 

 笹川平和財団渡辺恒雄上席フェロー 

 藤崎一郎元駐米大使、一橋大学山重慎二教授、 

慶應義塾大学白井さゆり教授、東京学芸大学高橋純教授、 

早稲田大学青山瑠妙教授、上智大学前嶋和弘教授 

 

＜マスコミ＞ 日本経済新聞、毎日新聞、読売新聞、中国新聞、 

ウォールストリートジャーナル 
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北米社会科教師招聘プログラム参加者（ＫＫＣフェロー）は、 

日本で得た知見・経験を、積極的に活用しています。  
 

 

招聘プログラム参加者からは、過去 10 年間に、約 100 の対日理解促進のため

の授業計画書(「ジャパン･レッスンプラン」)が経済広報センターに提出されま

した。加えて、この「ジャパン･レッスンプラン」実践の成果も、数多く寄せら

れています。 

経済広報センターでは、「ジャパン･レッスンプラン」とその実践報告等をイン

ターネットで公開するとともに、全米社会科協議会(National Council for the 

Social Studies： NCSS）と協力し、その活用を促進しています。 

（関連リンク https://en.kkc.or.jp/programs/stj-2/） 

 

＜ジャパン・レッスンプラン例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年参加者 （ニューヨーク州 高校） 

「The Impact of Japan’s Declining Population on its Economy（人口減少の経済への影

1.日本の人口構造は過去65

年間で、どのように変化

しましたか？ 

2.人口構造の変化により、

日本はどんな課題に直面

すると思いますか？ 

「戦後 1,600 万人を超えて

いた農業人口は、現在 200

万人。この 70年で 1/8 まで

減り、平均年齢は 66 歳を超

えました。もはや、農政の

大改革は、待ったなしであ

ります」。 

この安倍首相の発言による

と、今日の日本の課題は何

ですか？ 
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【他の「ジャパン・レッスンプラン」例】 

「平和主義：日本の憲法 9条」、「気候変動と日本のエネルギー政策」、「広島の被爆体験

について(目白研心高校との共同授業)」、「平安時代について」、「日本と封建時代」、

「日本への旅」、「日本文化の課題」、「日本の神道と仏教について」、「日米間貿易・投

資活動が米国民生活に与える効果・影響」、「デトロイトと東京の高層ビル建設理由」、

「2020 東京五輪の経済見通し」、「現代日本の政治経済」、「3.11 の悲劇、生まれた短

歌」、「個人の投資活動」、「2001 年 9.11 と 2011 年東日本大震災」、「日本の教育」 

 

高い達成度： 

1.少なくとも一つは挙げることがで

き、どのように関心を持ったか補足

できる。（国内を駆け巡る新幹線、ア

メリカになぜないのか、等） 

2.複数の類似点を挙げることができ

る。（公共交通機関、官公庁の建物、

国会、輸出依存、大企業、山脈、海

岸、大都市、地震、火山、等） 

1.あなたの見つけた日本のお

もしろい点を説明しなさい。 

2.日本はアメリカと、どのよう

な点で似ていますか？ 

2012 年参加者 （インディアナ州 中学校） 

「Modern Life in Japan（現代日本の生活) 」 
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   ＜実践された「ジャパン･レッスンプラン」＞ 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年参加者 （ミシガン州 中学） 

「Japan Museum Project(教室を日本に関する博物館にしよう)」 

2014 年参加者 （テキサス州 高校） 

「Understanding Urban Development by Traveling Through Tokyo 

（東京を旅して日本の都市開発を理解する）」 

  

2016 年参加者 

（バージニア州 中学） 

広島原爆体験に関する絵本を題材に

ﾂｱｰで訪問した高校とﾋﾞﾃﾞｵﾒｯｾｰｼﾞを

交換し交流 

2015 年参加者  

（カリフォルニア州 高校） 

「The USA’s Special Relationship 

with Japan（アメリカと日本の特別な

関係）」 
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2013 年参加者 （ペンシルバニア州 中学） 

「My Life in Tokyo and My Life in Pittsburgh (東京の暮らしとピッツバーグの暮らし)」 

過去参加者による全米社会科教育協議会（ＮＣＳＳ）年次総会（2015 年はルイジアナ州）での発表 

2011 年参加者 （テキサス州 高校） 

「事業戦略とＣＳＲ」（招聘プログラム参加経験をヒントにした地元企業訪問） 

「How Free are Japanese Women? 

(女性の活躍推進について)」 
招聘プログラムに関する展示 
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北米の地域社会は、 

ＫＫＣ北米社会科教師招聘プログラムに期待しています。 
 

 

招聘プログラム参加者の活動は、しばしば、地元の教育関係団体の会報や新聞

等で報じられます。米国の地域社会は、子供たちの国際的な視野を広げる観点か

ら、この招聘プログラムに期待しています 

 

 

 

 

 

 

2022 年参加者（マサチューセッツ州） 訪日が決定したことを地元紙（Spencer New Leader）が報道 

2022 年 

レスターのエヴェレット先生 

夏に実施される日本への招聘 

プログラムに選抜される 

 

学校の先生は長い１年が終了

した後の夏休みには家族とゆ

っくり休むことが一般的だ

が、レスター中学校のエヴェ

レット先生の学びの旅は最終

日の授業のチャイムが鳴った

後の夏休みまで続く.. 
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2015 年参加者（ミズーリ州） 社会科教育協議会の会報への執筆 
昨夏、「経済広報センター」

招聘事業参加者10名の１人に

選ばれ、日本を訪問しました。 

・・・・企業訪問では東芝、キ

ャノンへ行きました。コンピ

ューターやカメラで有名です

が、実際は遥かに多くのもの

を生み出していることが興味

深かったです。・・・・日本の

教育制度や女性活躍推進、東

京五輪 2020、人口減少、中韓

との関係といった日本文化の

特徴も知りました。 

皆さんにもぜひお奨めした

い体験です。 

2004 年参加者（カナダ、ニューファンドランド・ラブラドール州） 教員協会の会報への執筆 

ニューファンドランド島と日本、この２

つの小さな島は共に、独特な文化や地理、対

岸の大陸との関係等を持っています。互い

の相違点は、共通の人間性を通して学び合

うことで見えてきます。「経済広報センタ

ー」がその機会を与えてくれました。・・・・

この招聘プログラムは、日本の様々な団体

の支援を得て実施されています。・・・今年

で第 25回目、参加者が帰国後に現在の日本

について正しく伝えられるよう企画されて

います。・・・・ 

日本の学生は屈託がなく、温厚でフレン

ドリーで礼儀正しく、そして欧米に関心が

高いと感じました。・・・・・ 

知性と創造性が良心とつながったとき、

人類は絶望の砂漠も徳のオアシスに変えら

れます。疑うのであれば、広島を訪れてみて

ください。 

調和、イノベーション、良心 
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2015 年参加者（ジョージア州） 経済教育協議会の会報への執筆 

人口減とそれが及ぼす影響については、毎日のように話題になっています。およそ１億２千７百万の日本の人口

が 2050 年に１億人を切るという予測もあります。・・・・ 

学校訪問では、日本の教育システムを垣間見ることができました。私の慣れ親しんだ方法とは違いますが、日本

の先生と生徒は本当に授業を楽しんでいる様子でした。言葉の壁に負けて写真を見せたりスマホに頼ったりもしま

したが、生徒との懇談は私を啓発してくれるものでした。・・・・ 

私たちは、共に東京ジャイアンツの野球を観戦したり、本場の寿司を食べたり、カラオケで歌ったりして、海を

越えた友情を築きました。この旅と学びと本物の体験の機会をくれた「経済広報センター」に感謝しています。 

キャロライン･ケネディに会えるなんて夢にも思いませんでした。そう、あの駐日大使のキャロライン・ケネディです。

キャノンマーケティングジャパンの村瀬会長と同じテーブルで事業戦略を聞けるなんて、思ってもいませんでした。 

「経済広報センター」招聘プログラムは、毎夏 10 名の教師に 10 日間のツアーを提供しています。現代の日本社会を実

体験することによって、我々の授業が世界的な視野に立ったより価値あるものになります。東京と京都の旅を通して、今

の日本の経済、社会、教育等について大使をはじめ各界のリーダーたちと懇談しました。・・・・・ 
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ＫＫＣフェローは、 

日米の友情と相互理解促進のネットワークを構築しています。 

 

この招聘プログラム参加をきっかけに日本の高校との交換留学プログラムを

立ち上げや、日本に関する教育事業に従事しているＫＫＣフェローもいます。他

にも、日本で出会った人たちと交流を続けたり、フェイスブックページや個人ブ

ログ等で情報発信・交換を行ったりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年参加者 招聘プログラムを契機に始まった日本の高校との交流 

(フロリダ州 セント・スティーヴン・エピスコパル高校ウェブサイト） 

日本の生徒たちが来校 

 今週、本校はグローバル教育プログラムにおける姉妹校の一つ、東京の渋谷教育学園渋谷高校から、９人の

日本の生徒を迎えました。同校は日本の文部科学省からの「スーパーグローバル・ハイスクール」として奨学

金を受け、３日間、本校を訪れました。彼らは平和教育と国際協力に特に関心があり、10年生の世界史、６年

生、３年生、幼稚園のクラスでプレゼンテーションを実施しました。・・・ 
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https://jsis.washington.edu/eacenter/ 

 

 

 

1981 年参加者 ワシントン大学で教員向け東アジア教育プログラムを立ち上げ 

東アジアリソースセンターは、幼稚園から 12年生までの教育者に、東アジアに関する知識を深める機会を提供します。 

 教員としてのキャリアのどの段階においても、当センター（ＥＡＲＣ）は中国、日本、韓国について学ぶ絶好の場です。・・・ 


